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　市長が地域に出向いて市民と直接対話しながら、市
政への理解、市民と行政が市や明保地区のまちづくり
の課題に対して共に考える場として 9 月 24 日夕方、
明保地域コミュニティセンターにて開催され、参加者
との熱き話し合いが行われました。
　市長から「宇都宮市総合計画の 6 つの柱」が説明さ
れ、その中で予め選定したテーマ「市民の安全で健康
な笑顔あふれる暮らしを支えるために」に基づき、意
見交換を行いながら明保地区からの要望を行いました。
○ 高齢化に伴う羽黒台住民の交通対策
○ 高齢化諸対策への補助金手当
○ 将来を展望した高齢化対応策の地域の仕組みづくり

明保地区からのまちづくり課題に対する意見として
＊射撃場跡地を利用したまちづくり新興と活性化について
＊住居表示の変更について

自由討議では
＊コミセン移築に伴う高齢者グランドゴルフの場所
　確保について
＊雨情文化の伝承、情報発信による宇都宮市文化
　ブランドのプランについて
　（この他にもまちづくりや住民の安心・安全に関わる
　課題について、意見・要望が出されました。）

　など、まちづくりビジョンづくり策定の行動プログ
ラムを実践するに当たっての課題や住民の安心安全に
関わる課題について意見・要望が出されました。

市長と熱き話し合い
〜まちづくり懇談会開催される〜
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自転車置場

　過去数回の市長とのまちづくり懇談会で提起してい
たコミセン移築が来年、実現の見通しとなりました。
　老朽化更新と併せて、地域中心地（駒生球場南側ち
びっ子広場）への移転について要望を行ってきました
が、漸く本年、設計がスタートする運びとなりました。
　このため、各種団体から推薦されているコミセン管
理運営委員会委員、近隣者代表者、専門知識者から構
成される「建物検討委員会」を設立しました。

同委員会では、
○ 近隣者周知、意見・要望の反映
○ 備品類の選別、手配
○ 行政サイドとの摺合せ、調整
○ 使い勝手からみた設計への反映（建物レイアウト及び仕様、駐車場配置など）
○ 敷地の適正配置（残地の有効利用、災害時機材運搬、遊器具配置など）
○ 緑化など周辺環境対策
などについて、検討を行っています。

明保地区コミュニティセンター移築が決まる

建物検討委員会を設立

ちびっこ広場
駐車場
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　5 年先、10 年先の私たちのまちはどうあるべきか、将来の人たちにその姿（将来像）を明示し、引き継ぐこと
を狙いとして「異世代が支え合う、文化と自然を生かしたまち・明保地区」をスローガンにまちづくりビジョン
を平成 23 年 5 月 1 日に策定宣言しました。
　以来、5 つのワーキングチームが主体となり、67 項目の行動プログラムにチャレンジしています。難しい課題
もありますが適時、チームごとに具体的な取り組みと進捗状況の確認を行いながら、年 2 回（本年は 5 月 12 日、
10 月 20 日）の全体会議により、ビジョン策定委員（75 名）への周知を行っています。

ワーキングチーム ねらい 行　　　　動
プログラム数 委員数

触れ合う交流づくり
まちの祭り・イベントや見守りなどの交流を通じて、
触れ合い・支え合えるまちづくり

13 12

健全な育成づくり
子どもたちが元気で学び、遊び、大きな声であいさつ
ができるまちづくり・学校地域教育への支援づくり

10 16

支え合い生きがいづくり
高齢者一人ひとりが生きがいを持って、このまち「明
保地区」に住んで良かったと実感できるまちづくり

17 19

活気ある人づくり
定年で地域に戻ってきた人、子育てが終わった人たち
が、地域の活動に積極的に参加できるような土壌づく
り、将来を担う人づくり

12 18

文化と緑を育むまちづくり
雨情のふるさとにふさわしい、文化と恵まれた自然環
境を大切に継承し、育むまちづくり

15 10

まちづくりビジョン策定

行動プログラム・67項目にチャレンジ !!

行動管理には P（計画）、D（行動・実践）、C（評価・分析）、A（更にチャレンジ）
を廻しながらより良い実践を目指しています。



　明保地区では唯一のクラブとして、発足以来 20 年間、毎月休むことなく実施（平成 23 年 3 月と 4 月は東日
本第震災時にため休会）してきた、伝統あるクラブの足跡を取りまとめ、この度「明保ハイキング発足 20 周年
記念誌」を発行しました。
　240 回にも及ぶ例会の各種記録、思い出（会員 45 名が寄稿）、スナップ写真など 57 ページからなる、カラー
刷りの立派な記念誌となりました。おめでとうございます !
＊明保ハイキングクラブでは、「ちょとばかり足に自信がある人…健脚コース」「散歩しながら自然の草花や景観
を楽しむ…一般コース」や帰りがけの温泉など、楽しく気軽に参加できるクラブづくりを目指して、より多くの
仲間を募集しています。（問い合わせ：明保コミセン）

　7 月 27 日（土）夕方、多くの地域関係者が集い、賑やかに会所開きを行いました。地元企業、商店、有志の皆
さまからご芳志を賜り、ありがとうございました。翌日の 28 日（日）は晴天のもと、子供たちの健全育成を願っ
て護国神社の宮司による神事を行い、子供会の手作り神輿、山車、本神輿など、ワショイ・ワショイと大きな声で
まちを練り歩きました。羽黒山神社広場では、
出店での食べ物、飲物やゲーム、お囃子、よさ
こい踊りなど楽しいひとときを過ごしました。

明保ハイキングクラブ発足20年周年記念誌発行

まちのイベント　皆で参加、盛りあがる☆

―　毎月慣行・楽しく健康づくり　―

【夏祭り・子どもみこし祭り】



　9 月 15 日（日）、あいにくの雨模様にも拘らず、多くの招待者が明保小の体育館に集い、市長も駆けつけ、
敬老会を祝いました。今年、百歳になられた三の沢西自治会の岩崎アイさんも元気な姿で参加し、お祝いの花
束をニコニコ顔で受け取っていました。案内には明保小の子供たちが携わり、また明保小・ジャムハウスの子
供たちによる合唱とお爺ちゃん , お婆ちゃんへの肩たたきなど微笑ましい交流の敬老会でした。

9 月 22 日（日）、340 名の多くのまちの方々が参加しました。情報連絡訓練、各自治会・土砂災害指定区域住民・
災害時要援護者による避難誘導訓練、心肺蘇生・消火・電動鋸などの実技訓練、煙・起震車・はしご車・放水な
どの体験、地元消防団による操法訓練などを通じて、地震や豪雨などによる災害発生時の地域対応の在り方につ
いて、地域住民への理解や周知された大切な一日でした。

【敬老会】

【防災訓練】



　昨年は降雨のため、体育館でのミニ大会でしたが、10 月 13 日（日）は明保地区の最大イベントに相応しい、
晴天に恵まれた体育祭となりました。多くの老若・男女が集い、5 つのチームが事前の練習を行いながら優勝を
目標に臨んだ競技、子供たちやお父さん・お母さん、お爺ちゃん・お婆ちゃんたちが一同に集まり、交流しなが
ら和気あいあい、競技や食事を楽しみました。雨情女性クラブの皆さんによる手作りの食品出店、三の沢西自治
会の有志による「へそ踊り」、其々のオリジナルな 5 つのチームによる応援合戦など会場を賑やかに盛り立ててい
ただきました。最後には全員が参加した「ドキュメント・ザ・誕生日」により盛り上がりました。

　10 月 27 日（日）、明保小体育館・校庭を会場に、まちの方々による日ごろの制作研鑚の成果作品や明保小児
童写真、宮の原中地域協議会情報などが展示され、カラオケ・フラダンス・合唱団・太極拳・ヒップホップダン
スなどの演芸が発表されました。健康づくり体験・リサイクル推進体験、野口雨情情報、団欒の各コーナーが設
けられ、多くの住民の皆さまが熱心に観察、体験しながら、談話などにより交流していました。校庭では、サラ
ブレット引き馬体験・チャリティバザー・フリーマーケット・売店・模擬店・喫茶コーナーなどが設けられるなど、
多彩な催しに子供たち・大人たちが賑やかに楽しいひとときを過ごしていました。

【体育祭】

【文化祭】



　雨情女性クラブは、従来の婦人会を発展的解消し、時代性に合ったまちづくり参加型団体に変貌して、6 年目
になりました。以後、地域内各種委員会への参画、地域イベントへの出店など中枢的な役割を果たしています。
手工芸・フラダンス・カラオケなどのサークル、大人の遠足、映画鑑賞会、小旅行、食事会など仲間づくりも活
発で、ボランティア活動にも積極的に参加をしています。地域内にある地域密着型高齢者施設「どんぐり亭」で
の納涼祭（8 月 23 日）ではハワイアンダンスにより、入所者から笑顔いっぱいの歓迎を受けました。

雨情女性クラブ、おおいに活躍

　毎週水曜日、ボランティアクラブのお爺さ
んたちが宮っ子ステーション・放課後教室に
安全管理員として、子どもたちと触れ合い、
一緒になって、いろいろな遊び・学びごとを
行いながら見守っています。参加メンバーを
紹介します。

【雨情ボランティアクラブ】
平山邦司　角田宣之　仲田文雄　佐藤　勲
鈴木孝彦　川畑昌夫　間庭勇夫　山形哲夫
重本勝義　島田弘二　小室征一郎

【三の沢北ボランティア】
菊池康明

☆ 全日本交通安全協会交通栄誉賞　（緑十字銅賞）
　原沢弘一さん

☆ 交通安全功労者（栃木県警察本部長）
　和智 朗さん

☆ 感謝状（宇都宮市社会福祉協議会長）
　稲生好子さん

☆ 感謝状（栃木県社会福祉協議会長）
　森屋弘美さん

☆ 最優秀賞（春の交通安全運動）
　宇都宮市中央交通安全協会 明保支部 

ありがとうございます
表　彰

おめでとうございます



めいほ　あんなこと　こんなこと

〈 春の交通安全〉4/6 〜 15
「子供たちの標語に関心」

〈 ときめきウォーキング〉7/18
「第二の東照宮散策道、楽しかったです」

〈 生きがい実践塾〉9 月〜 1 月
「天皇の歴史はドラマチックで奥深い」

〈 高齢者交通安全教室〉9/29
「自転車の安全な乗り方を学ぶ」

〈 林で遊ぼう〉9/29
「民生委員と一緒に楽しく過ごしました」

※当号からカラー刷りとし、バージョンアップいたしました！

〈 異世代交流ハイキング〉6/8
「楽しい駒止湿原でした」

〈 フラワーロード〉6/22
「和む通学路の草花」

〈 流しそうめん交流会〉8/18
「美味しい ! 満腹の交流会でした」

〈 秋の交通安全〉9/21 〜 30
「ドライバーの皆さん、安全運転を」

〈宮祭り梵天参加〉8/4
「熱き明保梵天を市民に」

〈ときめき講座〉5/23
「笑って健康づくり」

〈 支え合い安心講座〉5 月〜 8 月
「高齢者を皆で支えあいましょう」

〈 リサイクル施設見学〉10/11
「家庭からのごみを減らそう」

〈高齢者見守り安心ネットワーク研修会〉6/9
「熱心に話し合いました」

〈サマーキャンプ〉8/17・18
「今年は篠井の冒険活動センターでした」


